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【視点】  韓国総選挙に現れた民意

　　姜英之　（東アジア総合研究所理事長）
支配と統治だけの国政嫌い与党惨敗

　4月12日に行われた第22代韓国総選挙の結
果は、与党「国民の力」が惨敗し、革新系
野党「共に民主党」が圧勝した。尹錫悦政
権を支える与党は、定数300議席のうち、改
憲阻止線100議席をわずか8議席だけ上回っ
たが、薄氷を踏む思いの大敗北だった。
　野党「共に民主党」は大勝したとはい
え、国民の圧倒的支持を得たかと言えば、
それはない。尹大統領と「国民の力」があ
まりにも不人気のため、積極的支持を集め
たというより、劣等比較でしかないといえ
よう。
　日本では、日韓外交面で大胆な政治的決
断を下し、岸田首相とのシャトル首脳会談
を重ね、画期的な関係改善を実現させた尹
錫悦大統領に対する肯定的評価が目立つ
が、韓国内においては、国民の支持率が非
常に低いのが現実である。
　韓国の有力世論調査会社「韓国ギャラッ
プ」は、選挙1週間後の19日に尹大統領の支
持率が3月下旬の前回調査より11ポイント下
落して23％となり、2022年5月の就任後最
低を更新したと発表した。不支持率は、10
ポイント上昇して68％で、就任後最大値と
なった（産経新聞4月20日付）。
　選挙後、尹錫悦大統領は「中間評価」と
目されていただけに、与党惨敗の結果に対
して「大統領である私がいけなかった」と
反省しながら、民意を受け入れるとし、民
生と国政刷新に努力すると言明した。
　だが、ギャラップ調査の結果はそうした
尹大統領の言葉が信じられていないことを
示した。

　現在の政府・与党がいかにダメかという
ことについて国内マスコミは興味深い指摘
をしていた。「早ければ、10余年後には国
会のある『汝矣島〈ヨイド）伝説』が生ま
れそうだ。過去に保守政党が多数党だった
時代があたかも伝説のように語られる時が
来る」（中央日報4月30日）というのだ。
「国民の力」が変わらない限り、今後は
100議席の確保も難しい。今回同様の惨敗
にとどまらず、保守政党の惨敗の固着化が
定着する韓国政治の分岐点となる可能性が
ある、という見立てである。筆者もその可
能性の蓋然性は高いとみる。
　何といっても与党「国民の力」を牛耳
り、政府を引率する尹錫悦大統領の責任が
重い。2年前の大統領選挙で尹錫悦氏は、
「常識と公正」をスローガンに掲げ、国民
目線の政治を目指すとした。これに、多く
の国民が期待をかけた。朴槿恵大統領時
代、大統領が一介の祈祷師に操られていた
ことへの失望、文在寅革新政権時の権力型
不正事件などの経験から、一般常識と正
義・公正のスローガンは、国民の胸を打つ
のに十分であった。法に基づく公正社会の
実現は、韓国民が渇望していた理想だっ
た。法曹界一筋の尹錫悦氏に期待をかけた
のも無理からぬことであった。　
　だが現実は期待を裏切った。先のギャラ
ップ調査で、尹大統領不支持の理由は、経
済や国民生活・物価の問題を挙げる人が
18％と最も多く、コミュニケーション不足
（17％）、独断的・一方的（10％）と続い
た。
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　経済問題は、国内外の難しい要因が重な
り、政府・与党の政策無能ばかりをあげつ
らうことはできないが、コミュニケーショ
ン不足（韓国語では不通という）と独断が
最も大きな問題点とみられる。尹大統領
は、口では、「協治（野党との協力政治）」、
国民の言うことが正しいとしながら、実際
には、野党や国民の声には耳を傾けない、
独断、非妥協的姿勢が目立った。また、ハ
ロウィン梨泰院惨劇、金建希大統領夫人の
高級ハンドバック収賄疑惑、海兵隊員死亡
外圧問題などの特別検察法案などに対する
大統領の拒否権発動など、国会運営で協治
に背を向けてきた。いわば、韓国型大統領
独裁政治を突き進んできた。
 　その背景になっているのは、2012年に
「国会で過半数を占める政党があっても、5
分の3以上の賛成を得ない限り少数党の反対
を押し切って法案を議決できない」とし
た、いわゆる「国会先進化法」（改正国会
法）だ。乱闘国会の再来を阻止する目的だ
ったが、内閣制で政党の党議拘束力が強い
日本式と、大統領制で政党の拘束力が弱い
米国式をつなぎ合わたため、国会の機能不
全化が問題化し、韓国マスコミから、力の
ない「植物国会」と批判されてきた。尹錫
悦大統領本人も咋年1月の朝鮮日報とのイン
タビューで「次の国会議員選挙で多数が得
られなければ〝植物大統領〟になる」と述
べていた。李王朝時代に王が取り巻きの忠
臣に頼り切りとなり、他の意見を顧みない
状態から派生した表現だ。
　与党惨敗を受け、4月29日、2022年の大
統領選挙時での政敵同士であった李在明氏
と、大統領就任後初めて与野党領袖会談に
臨んだ。
　李在明代表は、経済問題、民生問題で
は、政府与党への協力を表明しながらも、
選挙で示された民意として国会を尊重し、
野党を国政パートナーとみなすよう注文を

付けた。さらに、この2年間の評価とし
て、支配と統治だけだった国政基調の転換
を求める国民の意志に従うべきだ、と厳し
い要求を突き付けた。
　過去の軍事独裁政権が1980年代に終焉を
告げ、民主化の時代が到来し、先進国水準
に経済大国化した韓国の国民の政治意識水
準は相当高いものがある。尹政権が、これ
を過小評価し、相変わらず、理想を掲げな
がら言行不一致の「検察独裁」政治を続け
るなら、痛いしっぺ返しを食らうことにな
るだろう。

対日関係へ影響も？

　日本のマスコミでは、尹政権、政府与党
の惨敗にもかかわらず、対日関係への悪影
響は限定的だとの見方が多いが、疑問符が
付く。
　李在明代表は、以前から、尹政権の対日
「屈辱外交」を痛烈に批判してきた。今回
の尹大統領との会談においても竹島（韓国
名・独島）・徴用工賠償問題、福島原発処
理水問題など、日韓懸案について、「国民
の誇りが傷つかないように努力してほし
い」とやんわりとだが、注文を付けた。
これまでは、国会多数派の野党が主導して
きた法案に、尹大統領が拒否権を発動して
「植物国会」化したことを批判したもの
で、対日外交においても、これまで通りの
政府・与党の強硬姿勢が容易に通用しない
形勢にある。野党との協治、市民勢力との
連携が重要な要素である。
　だが、韓国の国民の大多数も今では、近
現代史の不幸な出来事に執拗に日本に謝罪
を求める姿勢は緩和されている。尹政権が
せっかく築き上げた日韓関係改善の成果を
壊さず、さらに積み上げていくためにも、
国民目線の対話、外交努力が尹錫悦政権に
は望まれる。
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【南の窓】
　　　LINEヤフー問題で悪循環の回避を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集部

国境を越えたIT企業の成功と難関

　韓国で 「LINE」＝ラインといえば、
スマホ初心者の中高年世代にも使いや
すい豊富な「スタンプ」を誇る会員制
交流サイト(SNS)ソフトだ。オンライン
で世間話を交わし、趣味の仲間と連絡
するためにも広く使われている。韓国
の「ネイバー」が開発したサービス
で、日本だけでなく台湾、タイ、イン
ドネシアなど東南アジア各地でも圧倒
的なシェアを誇り、世界全体の利用者
は約2億人に達している。
　日本では「LINEヤフー」が運営して
おり、月間の活性ユーザー数が9,600万
人もいる。韓国のネイバーと日本のソ
フトバンクが50％ずつ出資した中間持
ち株会社「Ａホールディングス」が実
質的に「LINEヤフー」を支配している
構造だ。
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    ところが日本の監督機関である総務
省が今年4月までに2回にわたり、この
LINEヤフーに対して行政指導を行っ
た。LINEヤフーの資本関係見直しを促
す異例の行政指導だった。共同通信は
４月２３日、ソフトバンクが「Ａホー
ルディングス」の株式をネイバーから
買い取る交渉を進めていることが分か
ったと報道した。資本関係を見直して
ネイバーの影響力を下げることで、総
務省の行政指導に対応したい考えのよ
うだ。行政指導の原因は、2023年11月
に発覚した個人情報の外部への流失事
件だった。ネイバー側が業務委託をし
ていて「LINEヤフー」も相乗りしてい
た韓国の情報企業が使っていたパソコ
ンが悪意あるソフトに不正アクセスさ
れたのが原因で、約51万件の情報が漏
れた。
　情報流出事件の犯人究明や訴追まで
至っていない。買収に応じると「LINE
ヤフー」に対する影響力が下がるので
はないかと懸念して、ソフトバンクへ
の株式売却に難色を示したという。



 　ネイバージャパンが日本市場にサイ
トを開いたのは2001年4月、「Yahoo!
JAPAN」の強い支配力に悩んだが、い
ろいろな漫画キャラクターのスタンプ
を武器に力をつけた。
　一方、ソフトバンクの孫正義氏は米
国のヤフー本社とともにYahoo! JAPAN
を共同設立したが、本社の株式を買い
取って筆頭株主になっていた。そして
モバイルプラットフォームが必要だっ
た孫正義氏は2019年、折半出資でAホ
ールディングスを設立した後、Yahoo!
JAPANとLINEを統合したZホールディ
ングス（現在の「LINEヤフー」）を設立
し、ウィンウィンのように見えた。
 「個人情報流出事件に対し、セキュリ
ティ強化ではなく、持分の売却を求め
るのは前例がないだけでなく、資本主
義システムを根本的に否定する暴挙
で、敵対国でもない限り、あり得ない
ことだ。米国でも法案を通じてTikTok
を追い出そうとしているのに、日本は
いわゆる「行政指導」を通じて強盗の
ようなことを行っている」とハンギョ
レ新聞は社説で書いている。

　国会議員選挙で与党惨敗、野党躍進
の結果を受けて、「竹島問題」が再び浮
上しつつある。韓国の革新系最大野党
「共に民主党」の京畿支部の国会議員
ら１７人は４月３０日、竹島（韓国で
は独島）を訪れ、日本の領有権主張を
批判した。同支部の対日屈辱外交対策
委員会の委員長を務める閔炳徳（ミ
ン・ビョンドク）議員は「屈辱外交と
一方的な親日行為では日本の独島領有
権主張に対処できない」と主張した。
 　日本外務省の鯰博行アジア大洋州局
長は同日、在日韓国大使館の金壯炫
（キム・ジャンヒョン）次席公使に電
話で抗議した。鯰氏は「到底受け入れ
ることはできず極めて遺憾だ」と再発
防止を求めた。日本側は大使館ルート
を通じ、韓国外務省の徐旻廷（ソ・ミ
ンジョン）アジア太平洋局長に「竹島
は歴史的事実に照らしても国際法上も
明らかに日本固有の領土である」と強
調した。
 　岸田・尹錫悦両首脳会談で一定の協
力関係に立ち戻っている日韓関係を再
び負の連鎖コースに迷い込ませてはな
らない。日韓双方のマスコミなど言論
機関は特に責任がある。
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　イランの自動車会社はイラン国内の
会員制ニュースサイト(SNS)
「SAIPANEWS」に、尹正浩氏が貿易
見本市に展示された新車の運転席に座
る写真を載せている。 
　イラン外務省は北朝鮮とは50年近く
の友好関係があり、今回の北朝鮮代表
団も、イランの政府機関だけでなく民
間組織とも幅広く協議を行うと説明し
た。コロナ禍中の2020年9月に元対外
経済省次官だったハン・ソンウ氏が駐
イラン大使として赴任、ライシ大統領
と会見していた（テヘラン・タイムズ
紙）。今後どのような具体的な成果が
示されるかに関心が集まる。
　北朝鮮、イランによるミサイルや核
兵器の軍事協力は、1980年代から米政
府の懸念を招いていた。一方で2006年
7月から北朝鮮に対する国連安全保障
理事会の経済制裁が強化されてきた。
コロナ禍で北朝鮮は国境を閉鎖して対
外関係も凍結したが、再び新路線を模
索している。
　問題は専門家が指摘するように、イ
ラン産原油を輸入したいと北朝鮮が真
剣に望んでも、北朝鮮側からはロケッ
ト砲やミサイルなど兵器以外にあまり
有力な輸出品目がないことだ。

【北の窓】
　　   波紋を呼ぶイランへの高官派遣
                                       編集部

　北朝鮮の指導政党である労働党の機
関紙「労働新聞」は4月24日、尹正浩
(ユン・ジョンホ)対外経済相を団長と
する代表団が、イラン訪問のため23日
に平壌空港から出発したと伝えた。尹
対外経済相は、これに先立ち3月26日
から4月2日まで、ロシアを訪れてい
た。
　米誌「タイム」は４月24日「北朝鮮
高官がイランを訪れるのは珍しく、軍
事協力を強める兆しではないかと米国
は注目している」と伝えた。2019年に
北朝鮮の議会に当たる最高人民会議の
代表団がイランを訪れて以来、初めて
の高官訪問だという。北朝鮮は、イラ
ンから石油やドローンを入手できる可
能性があり、経済、軍事面での利点は
大きいという。ロシアのウクライナ侵
攻やイスラエルとハマスの紛争に影響
を与えかねないと、北朝鮮のイラン接
近を警戒している。
　イラン外務省の報道官は4月29日の
記者会見で「北朝鮮代表団の訪問目的
は虚偽で根拠がない」と軍事協力を否
定した（国営「イラン学生新聞」）。5
月1日までの5日間テヘラン開催の「第
5回貿易見本市」にイラン側が招待し
たと報道官は説明した。
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 　3代目の統治者となった金正恩総書
記も今や治世12年目。先代に当たる
父・金正日総書記の生誕記念日も、毎
年2月16日に「光明星節」として行事
化されている。
　「白頭山系列」という血統で結ばれ
た統治引継ぎ方式は、金正恩総書記の
娘「ジュエ」に新たな呼称が使われ始
めたという報道が続くことから、4代
目の候補になる可能性がとりざたされ
ている。
　また、日本のNHKテレビ国際ニュー
スの番組中で報じられたように「親愛
なる」などの敬称や「総書記」などの
肩書を外して「金正恩」と名前だけを
連呼するポップ調の賛歌も北朝鮮国内
では流されている。
　大きな壁画や巨大な金属像に3人目
以降の指導者が付け加えられていくと
は限らない。「太陽節」の名称を使わ
なくなる方式と同じように、目に見え
ない「ステルス」方式で指導者像をど
う国民の敬愛対象として浸透させてい
くか、北朝鮮の広報・扇動部門が知恵
を絞っていることは確かだ。

　「太陽節」などの名称は自然消滅か

　一方、中国で北朝鮮旅行を取り扱う
「コリョ・ツアー」社は4月25日、自
社のホームページ上で「太陽節」とい
う故金日成総書記の誕生日を記念する
休日の名称を今後は使わないことにし
たと報じた。
　北朝鮮側の旅行会社からの情報に基
づき、コリョ・ツアー側が判断した結
果とされている。北朝鮮が公式に通知
してきたものではなく、2024年も一定
の場所で言及される場合もあるが文書
化された形で目にすることはなくな
り、前年以前に比べて言及も大幅に減
ったという。
　「字句への言及消滅は、公式に宣言
される形で現れるのではなく、ただ単
に減っていく形で進む」と北朝鮮の状
況に触れている。
「太陽節」に代わって何らかの別の名
称を採用するとの通知はないという。
　今年は生誕112年。4月15日は春の訪
れを告げる季節に当たり、金日成広場
での舞踏会、花火、サーカスなどの特
別公演などが例年通りなら行われると
みられている。
　観光イベント、「春の訪れを告げる
行事」として、今後も続いていきそう
だ。
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ぎ予防する目的で東海（日本海）・西
海に設定した軍事境界線だ。だが、
1994年11月に発効した新海洋法第3条
が領海幅を過去の3カイリから12カイ
リに確定し直し、北朝鮮も12カイリ領
海を主張した。
　その後、南北間で西海NLLをめぐっ
て何度か軍事衝突事件が起きたが、北
朝鮮は海軍力が劣勢なため韓国海軍に
やられて、現状変更の試みが成功しな
かった。
　ところが昨年、北朝鮮がロシアとの
関係を強化し、奇襲発射が可能な固体
燃料式ICBMの試験発射と軍事偵察衛
星発射の成功、戦術核兵器搭載が可能
な潜水艦進水等をてこに現状変更に乗
り出した。

【論評】
　　韓半島における核戦争の可能性と青年の役割
　　　鄭　成長　　（韓国 世宗研究所韓半島戦略研究センター長）

　韓半島(朝鮮半島)に戦争の暗雲が広
がっている。2023年9月、ロシアのプ
ーチン大統領との首脳会談を通じて確
実な友軍を確保した北朝鮮の金正恩労
働党総書記は、同年12月、党中央委員
会全員会議という中枢の政策決定機関
を招集し、対韓国政策の根本的な方向
転換のための路線を提示した。有事に
は「南韓領土平定のための大事変の準
備」を提示した。そして今年1月、最
高人民会議での施政演説を通じて、韓
国が北朝鮮の領土、領空、領海を
0.001ミリでも侵犯したら、それは
即、戦争挑発とみなすとし、韓半島で
戦争が起きる場合、「韓国を完全に占
領、平定、修復」し、北朝鮮領域に編
入させる問題を憲法に反映させること
が重要だと強調した。
　このような金総書記の威嚇的発言を
単純に虚勢とばかりみなせないのは、
その発言が数百人を超える北朝鮮の
党、国家、軍隊の中枢幹部たちの前で
反復されているからである。そして1
月、2月に西海（黄海）の北方限界線
（NLL海の軍事境界線）を認めず、無
効化するという立場を表しており、
NLLが今後戦争の導火線になる可能性
が高い。NLLは停戦協定が締結された
後の1953年8月、国連軍司令部司令官
が南北間の偶発的武力衝突の発生を防
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　南北両政府ともに、現在相手側の挑
発に「圧倒的に」対応すると超強硬姿
勢を見せており、偶発的武力衝突が一
気に本格的戦争に突き進む恐れがあ
る。すると、通常兵器で韓国に劣る北
朝鮮は戦術核兵器を使用する可能性が
高い。そうなれば、我が国の青年は北
朝鮮の核使用によって受ける被害と衝
撃によるトラウマから一生免れないこ
とになる。
　韓半島で武力衝突が起きれば、最大
の被害者は、青年になるほかないが、
不幸にもこうした状況を回避するため
の青年の声が大きく聞こえてこないの
である。青年失業と就職難、住宅難な
どの理由で青年たちが安保問題に大き
な関心を持ちえないでいるからだろ
う。しかし安保問題は青年たちの生の
営みに特段の影響を及ぼす重要な要素
であるから、青年たちが自分たちの問
題として認識し、政府の外交安保政策
の大転換のため力を結集すべき時であ
る。
　北朝鮮の露骨な核威嚇から韓国を安
全に守ることのできる最も確実な方法
は、韓国の独自核武装を通じた南北核
均衡の実現である。だが、不幸にも我
が国の保守勢力は、米国の前では小さ
くなり、進歩勢力は北朝鮮と中国の前
で小さくなってしまう。その結果、保
守、進歩のいずれも米国と北朝鮮に対
して堂々と自強の姿を見せることがで
きなかった。それゆえ韓国の安保状況
は持続的に弱体化してきた。

　現在の韓国のほとんどの知識人は米
国を天と仰ぎ、世界の中心と考えてい
る。しかし、米国主導の一極体制が多
極化体制に変わるのは時間の問題であ
る。
　したがって、過去に韓国の民主化の
ため大きな役割を果たした青年たち
が、今や過度な対米安保依存から抜け
出し、韓国の自強の先頭に立ち、韓半
島での戦争を予防し、持続可能な平和
を実現するため再び力を発揮するとき
である。我が国の青年たちが受動的姿
勢から脱皮し、歴史の主役として立ち
上がることを期待する。
 （韓国大学新聞2024年4月21日付）
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【編集後記】
　　新刊紹介「北朝鮮 なぜ核に固執？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　編集部

　主著者のジュリエット・モリリョ氏はフラ
ンスのジャーナリスト。フランス北部のバー
ル・ル・リュック生まれ、チェコ、韓国、日
本語を学び、ソウル大やパリ軍事大で教壇
に。「ジュヌ・アフリック」誌などに寄稿。
南北朝鮮に関する著作が何冊かある。
　なぜ北朝鮮の金正恩総書記は核兵器開発に
固執しているのかを50の質問に答える形で説
明している。
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